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回 日本組織培養学会第 2 1 回研~会は下記の如〈開1mされる。
と き.'966&1:5月 1"日(土)午前 10時一午后 5時

シ Yポジウム「培養細胞の分化機能」

同 5月 15日(日〉午前?時一午后 5時

第 21問研究会

ととろ:1高岡市，稿岡市民会館小ホーノレ W 齢

世話人.高木は.出来得る限P広い領快から多〈の岳会があって欲しい旨呼びかけて居る。

回 Internaも10na1 ConCerence of T1ssue Ou1色ure

In Cnncer Research 

t後援:日:本痛学会.日本組織培養学会)

10月 21 • 2 2日K東京虎 1門の国立教育会館で開{棋の予定の国際縮研究組織培養会議は.召

集者である京大伝研勝目《浮で嫡々と l~!!怖が進められている。さる 5 月 1 5日の笠録締切までに.

外国よ Pの参加l巾込は 13カ国 30 名を越え.その内演題を提出した者は次の通P で，内翻~tc
きわめて盛会が予想されている。

(Canndn) Dr. Joseph F. )Aorgan 

( U • jl • A.) D r • G e r 0 g e E. M 0 0 r e. 0 r. Ge 0 r g e E • F 0 1 e y. D r • 
J':-rgen Fogh. Dr. Charles W. Boone， Dr. Lewis L. Corlell， 
Miss Dorothy G. Walker. Dr. M. Legaもor， Dr. Alice E. 

Uoore， Dr. Charles lleidelberger， Dr. Virginla J. Evans. 

Dr. Ka色he r i ne K. S a n f 0 r d 

(Germany) Dr. Hans Leももre， D r. Mr s. Re n aもe Leもも re

(Frnnce) Dr. George Bnrski 

t A r L~e nもine) Dr. Eugeniぇ S. de Lusもiメg

( 1もa1y) Dr. E1io Borghese 

(Indla) Dr. Kamal J. Ranadive， Ur. A.N. Bhisey 

(Thnilnnd) Dr. Boonnneke Ka11apraviも

回昭和 4 1 年度新幹"J~の選挙結果

『地ft1t雌 断

昭和，.， 1年 1月 15日を以て締切った新幹耶の選帯低.投撰率約 50需であった。 40才以上

の被選挙権のない人々への無効投架は極〈少数で，現幹事を投架した無効梨が稲々目立った。

新幹事:東部:iSt路治良，中沢1P.宰(次点 寺島3応挙三)

西部:小JlI和朗.萩原1事務〈次点大山昭夫)

此の結果.幹~J~は次の如ぐをる。 t

東 部:佐臨泥1T(.高岡聴子.遺康浩良.中沢恒幸 J

A 岡 部:喜多村!Jj，高木良三郎.小JlI和朗，荻原f事務
f回)株登録K関するi町合ぜがあ9ましたので大略を下記の如〈志知らぜしますo

E 〆 組微培養納胞株材:名登録規定 ， 

司本組俄培養学会( 1956. 6. 7施行)

目 的

1. 日本悶p~tc於て樹立される組織培発細胞株株名の混乱をi挫け.旦その樹立を囲内及び国外K
悶知さぜるため

2. 悶際~~:名委員会K辿絡をと!).国際規定の蹄立した場合K庇ちにその規定K切放え得るため



日オrJ:ll織培詩学会~}~.て，日本悶内で樹立された組側保株名の登録及びそれに附随した事項の管
理をお、となっ。

株名受録委員会

(省略 )

株名命名法

1， 登録申告内容を委員会で検討し.適当と惚めたものについて，登録!原陀よ D一連帯号を附し.

公示する。

2. 株名はJT 0とつけ，そのあと K登録帯号を附ける n

〈例 :JTO-3)

五 何時登録の株lてついては.培養歴の氷いものよ D順K番号を附ける 0

4， 亜株樹立の際は，株名のあとに亜株記号をつける。

(例.J T 0-5， substrain 3) 

5， 株が瓜ー中絶した場合は.その番号は欠番とする。

登録郵甘規単

1， 6月以上，及び 20代以上，継代した細胞であるとと。

2. その樹立経過を日本組織培繋学会l'CJ.品、て布告済のとと。

五 登録希望者は.上記の細胞について.その詳しい記録(細則による)を添え.委員会K登録

申告する。

株・亜株等の定義

(省略)

登録申拘手続

1， 株の登録中澗Kは，あらかじめ組織培饗学会でその樹立経過を報告するととを必要とするら

2， 亜株及純系陀ついて阻，同学会での報告.或は詳細を発表した論文の男l蹄1]添付でもよい。

3， 登録の際は月淀の申請用紙(登録事務所Kあ !J) ~配入し，顕微鏡写真〈キヤピネ 1/4 俄
判)2枚を添えて登録事務所陀申請する。発表論丈があればその別刷 1部も添付する。

4， 登録用紙中の登録者とは，登録株の維持.現況報告，並びK分与K関しての責任者を意味す

るものとする。

登録審査

1， 登録申紛('CJ: !J株名登録委員はとれを審査し，適格と認めた場合は登録台帳陀登記し，株名

を附与し，申3両者・及び必要と隠められる機関K発表するn

回第8回商科基調去学会~J.斥けるシンポジウム

日時:Ilt痢<11年 10月 10日

場所:上智大学会館

テーマ:口齢者組織の培養と移殖(仮題 J
。培養Kついて 新島迫夫 o移摘について 網野忠大

o ttf務Kよる蹴科材料(薬物)叫食定 HIDit~長幸

。培務陀よる口腔腿癌の研究 吉岡柄 。培務Kよる硬組織の代謝的研究佐藤祖盤

。完全歯芽の移組 織田正盛 o完全蹴芽の移殖 常葉儒雄
ャー個人通信ーー

凶 前写.~ï:あ D ました 002 incubaもor中のかびの防止Kは，その 1nc ub a色orを備えてある部

慮の宵1Jf，吊以外K碗5健在方法はない俄です。〈佐j時二郎)

凶一一前略一一

只今当方では.当教室で分雌した家兎レンズ上皮細胞一株と.之は珍し〈はあDまぜんが.此処

で分離したハムスター腎細胞の二株を維持していをす。その他テキサス大学から持移したヒト

synovinl 由来のMcloy 株(ポメラートの研究室オリジン)を維持してい主すo

一 一 一 段 略 一 一 ( 田 波 洋 )

回その他個人通信には是非通信人名を附して欲しいと云う意見が 2- 3あDました。

回投稿を P寄せ下さい。


